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告されている（Matsumoto et al.,2003）。 
コオロギの嗅覚学習による長期記憶の形成にはNO-cGMP系と cAMP-PKA系の関与
が報告されている（Matsumoto et al.,2006）。コオロギでは NO-cGMP 系が cAMP-PKA
系の上流に位置し、２つの系は環状ヌクレオチド感受性チャネル（CNG チャネル）と
カルシウム‐カルモジュリンが介在している。PKA は転写因子 CREB（cAMP response 

































条件刺激（Conditioned Stimuli ; CS）としてバナナもしくはアップルの匂いを、無条件
刺激（Unconditioned Stimuli ; US）として水を用いた。渇水状態のコオロギにとって水は
報酬となる。   







































ン D（actinomycinD ; ACT-D）、翻訳阻害剤のシクロヘキシミド（cycloheximide ; CHX）
を使用した。いずれの薬物も和光純薬工業株式会社から購入した。 
アクチノマイシン D は脂溶性のため、0.1% Dimethyl sulfoxide を含んだコオロギ生理食
塩水（D-saline）に溶かした。3nmol のアクチノマイシン D を投与した場合、フタホシコ
オロギの体重を850mgとしたときの体重あたりの薬物の量は4.43mg/kgであった。同様に、
















クチノマイシン D (ACT-D) を 0.3nmol と 3nmol の濃度でそれぞれ訓練２０分前に投与し、
訓練１日後にテストした。対照群として 0.1% Dimethyl sulfoxide 入り生理食塩水 
(D-saline) を投与したものを用いた。 
対照群では訓練 1 日後の CS への嗜好性が訓練前と比べ有意に高くなり（WCX p<0.05）、
記憶が形成されていた。それに対し 3nmol の ACT-D を投与した群では、CS への嗜好性が
訓練前と訓練１日後で有意な差がなかった(WCX p=0.28)。すなわち、１日後の記憶が完全
に阻害された。一方、0.3nmol の ACT-D を投与した群では対照群同様に、訓練 1 日後の
CS への嗜好性が有意に高くなり (WCX p<0.01）、１日後の記憶は阻害されなかった。そこ


























０分後に ACT-D を投与した群では訓練１日後の CS への嗜好性が訓練前と比べて有意に高
くなった(WCX p<0.001)。すなわち、１日後の記憶は阻害されなかった。 
訓練の２０分前に ACT-D を投与すると１日後の記憶が阻害されるという実験 1 の結果と






るシクロヘキシミド(CHX) を 3nmolまたは 30nmolの濃度でそれぞれ訓練２０分前に投与
し、訓練１日後にテストした。対照群として生理食塩水 (saline) を投与したものを用いた。 
対照群では訓練 1日後のCSへの嗜好性が訓練前と比べ有意に高くなり（WCX p<0.001）、
記憶が形成されていた。それに対し 30nmol の CHX を投与した群では CS への嗜好性が訓
練前と訓練１日後で有意な差がみられなかった。すなわち、１日後の記憶が完全に阻害さ
れたといえる。一方、3nmol の CHX を投与した群では訓練 1 日後の CS への嗜好性が有意
に高くなり (WCX p<0.01）、１日後の記憶は阻害されなかったといえる。そこで、以下の





間後の記憶は CHX の投与により完全に阻害されると報告されている（Matsumoto et 
al.,2003）。そこで、翻訳阻害剤の投与による記憶の阻害効果を経時的に調べるために、３




と比べて有意に高い学習効果を示した (CHX 投与群訓練１時間後 WCX p<0.01、訓練４時
間後 WCX p<0.001、訓練５時間後 WCX p<0.05)。すなわち CHX 投与群において、訓練
5 時間後までは記憶が残っていた。訓練後の CS への嗜好性を CHX 投与群と対照群の間で
比較すると、訓練１時間後、４時間後、５時間後すべての場合において CHX 投与群と対照
群の間に有意な差は見られなかった (訓練１時間後 M-W p=0.71、訓練４時間後 M-W 
p=0.20、訓練５時間後 M-W p=0.11)。しかし、Preference Index の値でみると４時間後の
値に比べて５時間後の値は大きく下がっている。これらの結果からタンパク質合成に依存
する記憶の成分は訓練のおよそ５時間後から出現することが示唆される。 





見られなかった（図６．B：訓練１時間後 M-W p=0.71、訓練４時間後 M-W p=0.28、










訓練の２０分後に CHX を投与した群では訓練１日後の CS への嗜好性が訓練前と比べて
有意な差が見られなかった。すなわち１日後の記憶が完全に阻害された。一方、訓練の６
時間後に CHX を投与した群や、訓練の８時間後に CHX を投与した群では訓練１日後の CS
への嗜好性が訓練前と比べて有意に高くなった (訓練の６時間後投与 WCX p<0.05、訓練の
８時間後投与 WCX p<0.01)。訓練後の CS への嗜好性を CHX 投与群と対照群の間で比較
すると、訓練の２０分後、６時間後または８時間後に CHX を投与した群では対照群と比べ
て有意な差は見られなかった(２０分後投与群 M-W p=0.06、６時間後投与群 M-W p=0.13、


























かっている（Matsumoto et al., 2003）。しかし、本研究では訓練に報酬学習のみを用いた
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A. 古典的条件付け  



























（エラーバーは標準誤差を示す。個体数は、D-saline n=23、0.3nmol ACT-D n=23、3nmol ACT-D 



















































































































（エラーバーは標準誤差を示す。個体数は、saline n=43、3nmol CHX n=26、30nmol CHX n=29。
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図６．B 転写阻害剤または翻訳阻害剤の投与による記憶の経時的変化の比較 
（エラーバーは標準誤差を示す。個体数は各データポイントの横に示す。各時間での ACT-D 投与












































与群と対照群との群間比較の結果は矢印の上に示す。NS : p>0.05, * : p<0.05, ** : p<0.01, *** : 
p<0.001） 
